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紀 の 川 広報 

紀の川シティ情報 

幼いころから慣れ親しんだ龍門山、その魅力について紹介します。

特集　龍門山の魅力　

今月の情報ワイド
○防災に関すること
○セアカゴケグモに注意
○道路を走らない場合でも、登録してください。

○市民まつり
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特
集　
　

龍
門
山
の
魅
力

�

豊
か
な
自
然
環
境
を
有
す

る
龍
門
山

　

紀
の
川
市
の
シ
ン
ボ
ル
の
ひ
と
つ
で
、

美
し
く
多
様
な
自
然
を
有
す
る
龍
門
山
の

魅
力
に
つ
い
て
、
龍
門
山
を
守
る
会
の
代

表
、
辻
田
福よ
し
お男
さ
ん
に
教
え
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

中
央
コ
ー
ス
の
登
山
道
に
入
る
と
、
西

側
は
杉
や
ヒ
ノ
キ
の
植
林
、
東
側
は
イ
ヌ

ツ
ゲ
・
モ
チ
ツ
ツ
ジ
な
ど
の
自
然
林
が

残
っ
て
い
ま
す
。
約
１
時
間
歩
く
と
左
手

に
明み
ょ
う
じ
ん
い
わ

神
岩
が
見
え
て
き
ま
す
。
こ
の
岩

は
、
高
さ
が
30
メ
ー
ト
ル
の
蛇じ
ゃ
も
ん
が
ん

紋
岩
の
巨

岩
で
、
紀
の
川
と
そ
の
流
域
に
広
が
る
紀

の
川
市
が
一
望
で
き
、
周
辺
に
は
キ
イ
シ

モ
ツ
ケ
が
群
生
し
て
い
ま
す
。

　

キ
イ
シ
モ
ツ
ケ
は
、
和
歌
山
県
特
産
の

植
物
で
５
～
６
月
ご
ろ
コ
デ
マ
リ
に
似
た

小
さ
い
白
色
の
花
を
散
房
状
に
つ
け
ま

す
。
龍
門
山
は
中
腹
以
上
の
全
山
み
な
キ

イ
シ
モ
ツ
ケ
が
群
生
し
て
い
る
自
然
の
宝

物
で
す
。

　

明
神
岩
の
近
く
に
は
、
風ふ
う
け
つ穴
と
呼
ば
れ

る
天
然
の
洞
穴
が
あ
り
、
夏
で
も
温
度
が

８
度
以
下
に
保
た
れ
、
冷
た
い
風
が
吹
き

出
し
て
い
ま
す
。
戦
前
、
ふ
も
と
の
人
た

ち
は
こ
の
洞
穴
を
蚕
の
貯
蔵
庫
に
し
て
い

た
そ
う
で
す
。

　

明
神
岩
か
ら
約
10
分
で
、
山
頂
に
達
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
山
頂
か
ら
は
眺
望

も
良
く
、
眼
下
に
は
紀
の
川
、
対
面
に
は

和い
ず
み
か
つ
ら
ぎ
さ
ん

泉
葛
城
山
、
そ
の
右
奥
に
は
、
金こ
ん
ご
う剛
、

葛
城
の
山
々
が
見
渡
せ
ま
す
。

　

山
頂
か
ら
少
し
東
側
、
田
代
峠
に
降
り

た
と
こ
ろ
に
、
県
指
定
天
然
記
念
物
の

「
磁じ
し
ゃ
く
い
わ

石
岩
」
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
岩
は
、

磁
力
を
持
っ
て
お
り
、
コ
ン
パ
ス
を
近
づ

け
る
と
、
針
が
震
え
ま
す
。

　

龍
門
山
に
は
、
他
に
も
た
く
さ
ん
の
貴

重
な
動
植
物
が
生
き
て
い
ま
す
。

　

｢

春
の
女
神｣

と
呼
ば
れ
る
ギ
フ
チ
ョ

ウ
は
、
３
月
下
旬
か
ら
５
月
初
旬
に
見
ら

れ
る
、
黒
と
黄
色
の
し
ま
模
様
の
美
し
い

チ
ョ
ウ
で
す
。
龍
門
山
が
こ
の
チ
ョ
ウ
の

南
限
地
で
、
和
歌
山
県
で
は
、
こ
こ
で
し

か
見
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
ギ
フ
チ
ョ

ウ
は
、
近
年
発
生
数
が
減
少
し
、
絶
滅
危

惧
種
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
辻
田
さ
ん

は
、
こ
の
蝶
の
保
護
と
飼
育
に
20
年
間
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

龍
門
山
の
魅
力

特
集

あなたはストレス解消にどんなことをしていますか。

「森の中を歩いていると、さわやかな香りを感じ、胸がすうっとしてきた。リフレッシュされた。」

誰もが一度は経験したことがあるはず。森に行けば元気になる。森の木は、悪い虫に取りつか

れないよう、強い香りを出して自分のからだを守っています。森の空気が体によいのはそのた

めだそうです。

今月は、紀の川市民にとっての原風景ともいえる龍門山 ( 標高 756.6m) を取材しました。

天然の洞穴、「風穴」。深さは約 10 ｍ。 龍門山最大の蛇紋岩、「明神岩」から見た紀の川平野

龍
門
山
の
見
ど
こ
ろ

キイシモツケ（県指定天然記念物）磁石岩（県指定天然記念物） ギフチョウ（絶滅危惧種）

辻田さんは、紀の川流域
の小・中学校で教壇に立
つ傍ら、自然観察・保護
活動を続けてきました。
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特
集　
　

龍
門
山
の
魅
力

�

す
。

　

私
た
ち
は
、
子
ど
も
た
ち
に
自
然
の
す

ば
ら
し
さ
を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

　

机
に
向
か
っ
て
本
を
読
む
の
も
い
い
で

す
が
、
外
へ
出
て
草
木
を
み
た
り
、
文
化

財
に
ふ
れ
て
み
る
と
い
ろ
ん
な
こ
と
に
興

味
が
自
然
と
湧
い
て
き
ま
す
。
昔
ど
う
し

て
こ
ん
な
所
に
水
田
が
あ
っ
た
の
か
な
？

森
の
中
は
夏
涼
し
く
、
冬
暖
か
い
の
は
な

ぜ
？
森
林
の
持
つ
様
々
な
働
き
を
学
び
、

自
然
を
守
る
と
は
、
ど
う
い
う
事
か
を
伝

え
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

※
自
然
イ
ン
タ
ー
プ
リ
タ
ー
と
は

　

和
歌
山
県
で
そ
の
講
習
を
受
け
た
人
達

の
集
ま
り
で
す
。

　

そ
の
活
動
は
、
森
の
案
内
や
植
樹
の
お

世
話
を
し
た
り
、
町
の
イ
ベ
ン
ト
で
草
木

染
め
の
講
習
な
ど
を
し
た
り
楽
し
い
も
の

ば
か
り
で
す
。

■
友
達
と
一
緒
に
行
動
し
ま
し
ょ
う　
　

　

観
察
中
に
、
ス
ズ
メ
バ
チ
や
マ
ム
シ
な

ど
の
危
険
生
物
と
遭
遇
し
た
り
、
体
の
具

合
が
悪
く
な
っ
た
り
、
ケ
ガ
を
し
た
時
、

道
に
迷
っ
た
時
な
ど
一
人
で
は
危
険
で

す
。
必
ず
仲
間
と
一
緒
に
観
察
に
出
か
け

ま
し
ょ
う
。

■
服
装
・
靴
・
持
ち
物
な
ど

　

暑
く
て
も
長
袖
シ
ャ
ツ
と
長
ズ
ボ
ン
を

着
用
し
ま
し
ょ
う
。
下
着
は
吸
汗
撥
水
の

も
の
が
良
い
で
し
ょ
う
。
帽
子
・
手
袋（
軍

手
な
ど
）・
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
シ
ュ
ー
ズ
（
ス

ニ
ー
カ
ー
で
も
可
で
す
が
、
雨
天
後
は
滑

り
や
す
く
な
り
ま
す
）・
カ
メ
ラ
・
ザ
ッ
ク
・

雨
具
・
飲
料
・
お
や
つ
（
ア
メ
や
チ
ョ
コ

レ
ー
ト
な
ど
）・
ビ
ニ
ー
ル
袋
。
あ
れ
ば
、

簡
単
な
植
物
図
鑑
・
双
眼
鏡
を
用
意
を
し

ま
し
ょ
う
。

ま
ず
関
係
を
持
つ
こ
と
が

大
事
な
の
で
す
。　

　

自
然
は
多
く
の
事
を
私
た
ち
に
語
り
か

け
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
ら
は
い
わ
ゆ
る
言

葉
や
文
字
で
は
な
い
も
の
で
す
。
ほ
ん
の

身
近
な
自
然
か
ら
で
さ
え
、
命
の
尊
さ
、

自
然
の
し
く
み
、
楽
し
さ
、
素
晴
ら
し
さ
、

大
切
さ
、
そ
の
地
域
の
歴
史
ま
で
学
べ
ま

緑
と
水
の
息
吹
を
満
喫

　

５
月
31
日
、
自
然
イ
ン
タ
ー
プ
リ
タ
ー

の
松
山
峰
廣
さ
ん
の
協
力
を
得
て
、
龍
門

山
の
植
物
、
地
形
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
知

識
な
ど
の
話
を
聞
き
な
が
ら
、
思
い
切
り

自
然
を
楽
し
ん
で
き
ま
し
た
。

　

行
程
は
、
桃
山
町
黒
川
の
畑
野
集
落
か

ら
田
代
峠
を
目
指
し
ま
す
。
昨
晩
か
ら
降

り
出
し
た
雨
は
、
出
発
の
こ
ろ
に
は
小
雨

程
度
の
天
気
に
な
り
ま
し
た
。
ふ
も
と

の
集
落
を
ゆ
っ
た
り
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
し
な

が
ら
可
憐
な
花
や
草
た
ち
に
カ
メ
ラ
の

シ
ャ
ッ
タ
ー
を
夢
中
で
き
り
ま
し
た
。 

こ
の
時
期
、
こ
の
あ
た
り
の
道
沿
い
は
た

く
さ
ん
の
花
で
覆
わ
れ
ま
す
。
今
回
、
私

た
ち
は
、「
一
面
の
う
つ
ぎ
の
花
」
に
出

会
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

集
落
を
抜
け
登
山
道
の
入
り
口
、
権
現

神
社
で
登
山
の
無
事
を
お
祈
り
し
て
最
初

の
難
所
、
権
現
の
滝
へ
。
エ
メ
ラ
ル
ド
グ

リ
ー
ン
の
滝
つ
ぼ
に
注
ぐ
水
柱
か
ら
マ
イ

ナ
ス
イ
オ
ン
を
い
っ
ぱ
い
浴
び
な
が
ら
、

水
を
手
で
す
く
い
口
に
含
ん
で
み
る
と
冷

た
く
て
お
い
し
い
こ
と
。
後
ろ
髪
を
引
か

れ
な
が
ら
、
上
流
の
峠
道
へ
歩
を
進
め
る

こ
と
に
。

　

新
緑
の
沢
を
登
っ
て
い
く
と
、
平
野
部

で
は
見
た
こ
と
も
無
い
よ
う
な
樹
木
や
草

花
が
た
く
さ
ん
！
「
こ
の
花
は
何
？
」「
こ

の
虫
は
？
」
い
ろ
ん
な
質
問
に
イ
ン
タ
ー

プ
リ
タ
ー
さ
ん
が
快
く
説
明
を
し
て
く
れ

ま
す
。
今
ま
で
花
の
名
前
に
詳
し
い
方
で

は
な
か
っ
た
私
で
す
が
、
今
日
一
日
で
い

く
つ
も
花
の
名
前
を
覚
え
て
帰
っ
て
き
ま

し
た
。

　

で
は
美
し
い
風
景
や
花
た
ち
を
文
章
よ

り
も
写
真
で
お
見
せ
し
ま
し
ょ
う
。

権現の滝 うつぎの花まむし草

水たまりのイモリ

自
然
観
察
の
注
意
事
項

　

自
然
観
察
は
、
自
然
の
あ
り
の
ま
ま
を

観
察
す
る
活
動
で
す
。
そ
の
た
め
、
次
の

よ
う
な
こ
と
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

■
観
察
場
所
に
注
意
し
ま
し
ょ
う　
　
　

　

夢
中
に
な
っ
て
進
ん
で
し
ま
い
、
道
に

迷
っ
た
り
現
在
地
が
わ
か
ら
な
く
な
る
と

い
っ
た
こ
と
の
無
い
よ
う
に
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

■
観
察
時
間
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

　

日
の
出
か
ら
日
没
ま
で
の
時
間
を
中
心

に
観
察
す
る
よ
う
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

夜
間
な
ど
は
、
思
い
が
け
な
い
危
険
が
潜

ん
で
い
ま
す
。

登山道で出会った美しい自然たち

松山峰廣さん（自然インタープリ
ターの会）

先
人
達
の
龍
門
山

　

龍
門
山
の
裾
野
に
は
、
た
く
さ
ん
の
集

落
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
に
住
ん
で
い
た

我
々
の
先
祖
た
ち
の
暮
ら
し
は
ど
の
よ
う

に
営
ま
れ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

鞆
渕
・
東
畑
野
在
住
の
東
ひ
が
し　

國
男
さ
ん

は
、
子
ど
も
の
こ
ろ
を
ふ
り
返
り
、
こ
う

話
し
ま
す
。「
約
65
年
前
、
当
時
こ
の
集

落
で
は
、
山
の
木
を
切
っ
て
薪
に
し
た
り

炭
に
し
て
生
活
し
て
い
ま
し
た
。
小
学
校

６
年
生
の
こ
ろ
か
ら
、
毎
日
朝
４
時
に
乾

か
し
た
薪
（
割
り
木
）
を
背
負
っ
て
、
田

代
峠
を
越
え
、
荒
見
や
粉
河
ま
で
約
十
数

キ
ロ
の
道
の
り
を
歩
い
て
売
り
に
行
き
ま

し
た
。
終
戦
後
、
道
が
出
来
る
ま
で
は
龍

門
山
の
田
代
峠
は
私
た
ち
の
生
活
道
路
で

あ
り
、
山
の
木
は
私
た
ち
の
生
活
に
は
欠

か
せ
な
い
も
の
で
し
た
。」

東　國男さん

ふ
る
さ
と
の
自
然
や

歴
史
・
文
化
は
、
大

切
な
宝
物

　

紀
州
富
士
と
呼
ば
れ
る
こ
の
美
し

い
山
を
め
ざ
し
て
毎
年
、
県
内
外
か

ら
多
く
の
人
々
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

　

龍
門
山
は
、
見
て
も
登
っ
て
も
美

し
い
山
で
す
。
山
頂
に
は
キ
イ
シ
モ

ツ
ケ
が
か
わ
い
い
花
を
毎
年
咲
か

せ
、
ギ
フ
チ
ョ
ウ
が
舞
い
、
眼
下
に

は
紀
の
川
の
ゆ
っ
た
り
し
た
流
れ
を

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　　

こ
の
恵
ま
れ
た
環
境
の
保
護
と
命

の
大
切
さ
を
真
剣
に
考
え
、
後
世
に

引
き
継
い
で
い
く
必
要
が
あ
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

紀
の
川
市
民
に
と
っ
て
龍
門
山

は
、
幼
い
こ
ろ
か
ら
見
慣
れ
た
故
郷

の
風
景
で
あ
り
、
学
校
の
校
歌
に
も

歌
わ
れ
る
故
郷
の
誇
り
の
ひ
と
つ
で

す
。
こ
の
原
風
景
は
た
と
え
故
郷
を

離
れ
て
も
私
た
ち
の
心
の
中
に
生
き

続
け
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

登山道脇のお地蔵さん
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９月の母子保健行事・予防接種

乳幼児健康診査・健康相談

■４か月児健康診査
　平成 20 年５月生まれ対象
　９月 10 日（水）・17 日（水）の午後
受付は午後１時～１時 30 分

■７か月児健康診査
　平成 20 年２月生まれ対象
　９月９日（火）・16 日（火）の午後
受付は午後１時～１時 30 分

■ 10 か月児健康相談
　平成 19 年 10 月生まれ対象
　９月２日（火）・３日（水）の午前
受付は午前９時～９時 30 分

■１歳８か月児健康診査
　平成 18 年 12 月生まれ対象
　９月 12 日（金）・19 日（金）の午後
受付は午後１時～１時 30 分

■２歳６か月児健康相談
　平成 18 年２月生まれ対象
　９月４日（木）・５日（金）の午前
受付は午前９時～９時 30 分

■３歳８か月児健康診査
　平成 16 年 12 月生まれ対象
　９月 11 日（木）・18 日（木）の午後
受付は午後１時～１時 30 分

【問い合わせ】健康推進課

※対象児には、個別通知します

８月の献血日程

■８月 11 日（月）　市役所南別館
午前９時 30 分～正午

■８月 11 日（月）　TSUTAYA  WAY 打田店
午後１時 30 分～４時 30 分

■８月 13 日（水）　コメリ那賀店
午前 10 時～正午

■８月 13 日（水）　市役所那賀分庁舎玄関前
午後１時 30 分～４時

■９月 11 日（木）　桃山地区

■９月 26 日（金）　貴志川地区

■９月 30 日（火）　粉河地区

【問い合わせ】健康推進課（℡ 77・0829　本庁
南別館）

平成 20年度の健康教室のテーマは

「ぷるぷる」　

９月の献血日程

夏休みのうちに、
麻しん（はしか）・風しんの予防接種を
　対象者には個別通知していますので、協力医
療機関で接種を受けるようにしましょう。

■対象者
　中学１年生（３期）
　（平成７年４月２日～平成８年４月１日生まれ）
　高校３年生相当（４期）
　（平成２年４月２日～平成３年４月１日生まれ）
■接種期間　平成 21 年３月 31 日まで
■接種場所　紀の川市・岩出市予防接種協力医療
　　　　　　機関（案内通知に記載）
■接種料　無料

健康
健
康
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ぷるぷる運動教室　体操とヨガ

第 1 回健康運動教室「座って・横になっての楽々運動」
８月８日（金）午後 1 時 30 分～３時（受付 1 時 15 分～）
中貴志コミュニティセンター大集会室
■講師：健康運動指導士　坂口まさしさん
■申し込み受付：８月１日（金）、4 日（月）～７日（木）
　　　　　　　　午前９時～午後５時　先着 40 人
■持ってくる物：床にひく大判バスタオル

　汗拭き用のタオル
　ペットボトルのお茶か水

運動できる服装でお越しください（ベルト不可）
第 2 回健康運動教室「ペットボトル体操」

10 月 24 日（金）打田生涯学習センター　スタジオ
第 3 回健康運動教室「チェアーエクササイズ」

11 月 17 日（月）那賀保健福祉センター　多目的ホール
第 4 回健康運動教室「5000 歩運動」

12 月 15 日（月）桃山保健福祉センター　ピーチホール
第 5 回健康運動教室「腕・脚・腰の機能回復トレーニング」

１月 22 日（木）粉河ふるさとセンター　小ホール

第 1 回ヨガ教室
９月 22 日（月）紀の川市役所　北別館集会室

第 2 回ヨガ教室
２月 16 日（月）ホール田園

第 3 回ヨガ教室
３月 16 日（月）ホール田園

「ひょっとしたらメタボ？」
「メタボを予防したい！」
「ダイエットに励みたい！」
そんな声にお応えします。

ぷるぷる健康教室　健康講話とウォーキング

みんな元気にメタボ予防
内容（毎回同じです）

①医師による健康講話「メタボリックシンドロームの病態につ
いて」

②健康運動指導士による正しいウォーキングの仕方と１キロ程
度の体験ウォーキング

全日程とも午後１時 30 分～３時（受付１時 15 分～）
特定健診を受けた人は、検査結果をお持ちください。
運動できる服装で参加ください。

第 1 回 健康教室　実施済み
第 2 回 健康教室
　９月４日（木）打田生涯学習センター　視聴覚室
第 3 回 健康教室
　10 月２日（木）那賀保健福祉センター　多目的ホール
第 4 回 健康教室
　11 月 13 日（木）桃山保健福祉センター　ピーチホール
第 5 回 健康教室
　12 月 11 日（木）粉河ふるさとセンター　視聴覚室（予定）

ぷるぷる栄養教室　栄養プログラム

みんな元気に栄養プログラム
自分にあった食事量やバランスを一緒に勉強しませんか？
内容（各回とも同じで①～③で１セットのプログラムです）

①メタボリック予防食の講話と試食
②メタボリック予防食の調理実習　 
③バイキングの実践（食事バランスの確認をしましょう。）

第 1 回 栄養教室　市役所南別館（打田保健福祉センター）調理室
①９月５日（金）②９月 12 日（金）③ 10 月３日（金）
■申し込み受付：８月 25 日（月）～ 29 日（金）

午前９時～午後５時
先着 20 人

第２回 栄養教室　桃山保健福祉センター調理室
① 10 月 31 日（金）② 11 月 14 日（金）③ 12 月５日（金）

第 3 回 栄養教室　粉河ふるさとセンター調理室（予定）
①１月 16 日（金）②１月 29 日（木）③２月６日（金）

時間は全日程午前 10 時～午後１時

8/10（日） 山中歯科医院（℡ 64・2379）

17 （日） 井関歯科医院（℡ 62・2223）

24 （日） 加山歯科（℡ 77・5655）

31 （日） 西歯科医院（℡ 63・5553）

9/7 （日） 矢田歯科クリニック（℡ 64・6608）

休日歯科当番
（診療時間：午前 10 時～午後 4 時）

電話がつながらない場合は、那賀消防組合（℡
61・0119）へ。

各回ご
とに申

し込み

各回ご
とに申

し込み

申し込
み不要

けんこう

７月 11 日　１歳８か月児健康診査

問い合わせ：健康推進課（℡ 77・0829　本庁南別館）
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９月の子育て行事

■ 0 歳児
９月 11 日（木）赤ちゃん広場
　（那賀子育て支援センター）
９月 12 日（金）赤ちゃん広場
　（桃山保健福祉センター）

■ 1 歳児
９月 ３ 日（水）ちゅうりっぷ組
９月 ９ 日（火）ひよこ組
９月 16 日（火）いちご組
９月 18 日（木）にじ組

■２歳児
９月 ５ 日（金）すみれ組
９月 10 日（水）うさぎ組
９月 17 日（水）みかん組
９月 19 日（金）そら組

【問い合わせ】子育て支援課

那賀休日急患診療所の開設時間
（℡ 77・6410）

日曜・祝日・年末年始の午前９時～午後５時
４月から夜間の診療は行っていません。

夜間の小児医療電話相談
℡＃ 8000　または　℡ 073・431・8000
とき…毎日午後 7 時～ 11 時　

夜間・休日の病院案内（24 時間）

℡ 073・426・1199　県救急医療情報センター
℡ 61・1791　那賀消防組合

子育てサークル補助金
子育てサークルの活動を支援します

　子育て中の保護者と就園前の子どもが集まって、親子遊びや交
流、情報交換をする子育てサークルの活動に補助金を交付します。

■補助金名…紀の川市子育てサークル支援事業補助金

■受付期間…８月４日（月）～ 20 日（水）午前９時～午後５時
30 分（土曜・日曜・祝日を除く）

■受付場所…子育て支援課（那賀分庁舎２階）

■交付要件…次の①～⑥のすべてに該当する団体
①会員の３分の２以上が、紀の川市に住民登録もしくは外国人登
録をしている保護者と就園前児童
②育児情報の交換、育児に関係する知識と技術の習得等の活動を
行なうため、一般市民を中心に組織されたサークル
③ 10 人以上（親子５組以上）在籍
④申請時において６か月以上の活動実績
⑤市からその他の補助金を交付されていない
⑥サークル活動が宗教、政治活動でない

■補助金交付額…１サークルにつき年額 20,000 円を上限。補助
対象経費の２分の１の額とし、予算の範囲内で交付

■補助対象経費…消耗品購入費、会場使用料、傷害保険料、行事
費（飲食費を除く）研修費などの子育てサークルの運営、活動の
ための経費

■申請の流れ…申請（概要書・計画書提出）→補助金交付決定→
補助金交付→活動状況報告書提出

【問い合わせ】子育て支援課（℡ 75・3111）

３人目（以降）の子どもは、３
歳まで保育料が無料にな
ります。
　第３子以降で３歳未満の児童の保育料を無料
化します。少子化対策として、３人以上の子ど
もを生み育てようとする世帯の経済的な負担を
軽減し、就業と子育ての両立を支援するためで
す。

　■要件 ･･･
①満 18 歳未満の子どもが 3 人以上いる世帯
②保育料無料化の対象児を含め、３人以上

の児童を、保護者が所得税の扶養控除に
していること

③３人目以降の児童の年齢が満３歳未満

※定員状況によって、新規入所を待機していた
だく場合があります。

【問い合わせ】子育て支援課

子育て
子
育
て
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）

8・9 ページの子育て教室の写真は７月４日のちゅうりっぷ組と 16 日のうさぎ組の
時のものです。

こそだて

今月の子育て教室　

申し込みは不要です。気軽に参加ください。

■０歳児
　８ 月 　７ 日（ 木 ） 赤ちゃん広場　 那賀子育て支援センター
　８ 月 25 日（ 月 ） 赤ちゃん広場　桃山保健福祉センター
※時間は午前 10 時～ 11 時 30 分です。
※母子手帳を持ってきてください。

■１歳児・２歳児

１歳児・２歳児の８月の子育て教室はお休み
です。

【問い合わせ】子育て支援課（℡ 75・3111　那賀分庁舎）
　　　　　　  桃山子育て支援センター（安楽川保育所内）℡ 66・0404
　　　　　　  那賀子育て支援センター（名手保育所隣）℡ 75・2331

ただ今お休み中。
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介護予防教室

　65 歳以上の人を対象に、運動器の機能
向上・栄養改善・口腔ケア・閉じこもり
予防などをテーマに、居宅介護支援セン
ターに委託し、教室を開催しています。
動きやすい服装で参加ください。

■いきいき元気塾
と　き：８月 13 日（水）午後１時～３時
ところ：那賀保健福祉センター２階　多

目的ホール
テーマ：フットケア
　　　　～目指せ　素足美人！～

　申し込みが必要です。前日までに栄寿
苑居宅介護支援センターに申し込みくだ
さい。

【問い合わせ】栄寿苑居宅介護支援セン
ター ( ℡ 75・6888）、高齢介護課介護予防
係（℡ 75・5314）

後期高齢者医療の保険料が変わります

　後期高齢者医療制度保険料の軽減割合が拡大されました。
減額対象者には、８月中旬に減額した保険料を通知します。
　制度開始から、すでに何度かの制度変更が行なわれていま
す。後期高齢者医療の保険料は、いくらになるのか、右ペー
ジでおさらいしてみます。右ページでは 20 年度の保険料に
限って記載しています。

今回新たに導入された減額制度
■所得割軽減…賦課金額（所得－ 33 万円）が 58 万円以下の
場合は、所得割額から 50％軽減。
■均等割軽減…所得水準に応じて保険料の均等割額が、７割
軽減から 8.5 割軽減に拡大し、さらに 200 円減額。

【問い合わせ】国保年金課（℡ 77・2511　本庁）

○後期高齢者医療保険料の納付方法が変更で
きるようになりました

　後期高齢者医療保険料を特別徴収（年金から天引き）で納
付している人のうち、次の①②のどちらかにあてはまる人は、
特別徴収を中止し、口座振替で後期高齢者医療保険料を納付
することができます。
　口座振替での支払いを希望する人は、国保年金課または各
支所へ申し出てください。
　なお、手続きには数か月かかります。８月 15 日までに手
続きの完了が市役所で確認できれば、10 月以降の天引きを
口座振替に変更できます。

①国民健康保険税を過去２年間確実に納付していた
②年金収入が 180 万円未満で、連帯納付義務者（世帯主また
は配偶者）がいる

■申請方法…国保年金課または各支所で納付方法の変更申出
をし、金融機関の窓口で口座振替の申請をしてください。申
出には認印、申請には通帳と届出印が必要です。

【問い合わせ】国保年金課

保険料の計算方法
保険料は加入者１人ずつ計算します。

①均等割額　43,375 円／年額
②所得割額　（所得－ 33 万円）× 7.92％
　所得－ 33 万円＜０円のときは所得割額０円

年間の保険料＝①均等割額＋②所得割額

所得の低い世帯の人、後期高齢者医療制度に加入する前
日まで被用者保険の被扶養者だった人※（下欄外に）には、
下記の軽減があります。

所得の低い世帯の人への軽減
均等割額の軽減
　７割軽減　8.5 割＋ 200 円軽減
　（所得合計が 33 万円以下の世帯の人）
　　均等割額　43,375 円　→　13,012 円　6,300 円

　５割軽減（所得合計が次の計算の値以下の世帯の人）
　　　　　　33 万円＋ 24 万 5 千円×世帯内の世帯主以外の被保険者数

　　均等割額　43,375 円　→　21,687 円

　２割軽減（所得合計が次の計算の値以下の世帯の人）
　　　　　　33 万円＋ 35 万円×世帯内の被保険者数

　　均等割額　43,375 円　→　34,700 円

所得割額の軽減
　所得－ 33 万円が 58 万円以下のとき、②で計算した
　所得割額の 50％を軽減　

被用者保険の被扶養者だった人※への軽減
　均等割額は９月末分までの半年分はかかりません。
10 月から翌３月の半年分が９割軽減になります。
　所得割額はかかりません。
　したがって、平成 20 年度の保険料は 2,100 円です。

　社会保険加入の時期などによって、被用者保険の被
扶養者だったことが把握できていない場合があります。
保険料額を確認いただき、被用者保険の被扶養者だった
にもかかわらず、2,100 円よりも多く保険料がかかって
いる場合は、国保年金課へ連絡をお願いします。
　国保、国保組合の被扶養者だった人は軽減の対象にな
りません。

シルバー卓球クラブ
（7 月 9 日　西貴志コミュニティセンター）

国民健康保険税（特別徴収）
の納付方法が変更できるよ
うになりました。

　国民健康保険加入者全員が 65 歳以
上 75 歳未満（平成 20 年 4 月 1 日現
在）の世帯の世帯主（擬制世帯主を除
く）の、年金額が年額 18 万円以上（担
保に供している場合を除く）で、介
護保険料と国民健康保険税の合算額
が年金受給額の２分の１を超えない
場合、10 月から年金からの天引き（特
別徴収）の対象になっています。

　特別徴収の対象になっていても、
次の２つの要件を満たす場合は、申
し出によって特別徴収を中止し、口
座振替の方法に変更できるようにな
りました。
①過去２年間、国民健康保険税を滞
納なく納付している
②すでに国民健康保険税を口座振替
で納付している。またはこれから口
座振替で納付する（金融機関での申請
も必要です。その際、通帳と届出印
が必要です）。

　すでに７月に、該当者にその旨の
通知を送っています。口座振替での
支払いを希望する場合は、国保年金
課または各支所へ申し出てください。
　なお、申し出の時期によっては、
12 月分以降の年金天引きを中止する
ことになります。年金からの天引き
と口座振替が重複し過納が生じた場
合は、後日還付します。

【問い合わせ】国保年金課

○後期高齢者医療保険料のおさらい 介護と医療

※被用者保険の被扶養者だった人とは…家族が社会保険や健保
組合、共済組合に加入していて、その扶養に入っていたため、
直接保険料を支払う必要がなかった人をいいます。

平成 20年度に限る
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シルバー卓球クラブ

かいごといりょう

後期高齢者医療保険料の口座振替申し込みについておわびします

　普通徴収の対象者に保険料納入通知書を７月に送付しました。
その到着後に口座振替の申し込みをしても、第１回の納期に間に
合わず、８月からの引き落としになってしまうことから、事前の
広報不足とのご指摘がありました。始まったばかりの制度で準備
不足となってしまい、ご迷惑をおかけしました。おわびいたします。
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■要　　件…①紀の川市内に存する個人所有の住宅
　　　　 　   ②昭和 56 年５月 31 日以前に着工された住宅
　　　　　    ③構造が次の工法以外の木造
　　　　　　    ・枠組壁工法
　　　　　　    ・丸太組工法
　　　　　　    ・建築基準法旧第 38 条の規定に基づく認定
　　　　　    ④地上階数が２以下で、かつ延べ面積が 200㎡以下
　　　　　    ⑤申込者が市税を完納していること
■募集件数…10 件
■申込方法…申込書、設計図書正本 1 部、副本２部を都市計画課に提出
　また要件が合わない場合は、有料となりますが、専門家のチェックを受けることができま
すので、問い合わせください。

【問い合わせ】都市計画課（℡ 66・1100 ／桃山分庁舎）
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　木造住宅の耐震改修を前提とした補強設計の内容について、専門家が無料でチェックして
くれます。
　「この補強で大丈夫？」「補強計算は間違ってないか？」「補強費用は妥当か？」といった不
安に対応します。

●耐震補強設計審査事業

●防災総合訓練を開催します！　
　防災活動体制の充実強化と、防災意識の高揚を図ることを目的に、第 45 回和歌山県防災総
合訓練と、第１回紀の川市防災総合訓練を同時開催します。
　市各自主防災組織や市連合消防団などの各種団体が参加し、総合的な防災訓練を実施し、
災害対応力の向上を図ります。
　この機会に、災害時におけるさまざまな対応をぜひ見学ください。

■と　き…９月７日（日）午前９時～午後０時 40 分
■ところ…打田グラウンド・打田体育館
■訓練の内容…避難誘導や炊き出し、情報収集伝達、初期消火訓練、救出救助・応急手当、
避難所・ボランティアセンターの開設運営、水防工法、一斉放水など

【問い合わせ】危機管理消防課（℡ 77・2511 ／本庁南別館）

情
報
ワ
イ
ド

　

毒
グ
モ
の
セ
ア
カ
ゴ
ケ
グ
モ
が
市
内

の
複
数
地
域
で
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

セ
ア
カ
ゴ
ケ
グ
モ
は
、
攻
撃
性
の

な
い
お
と
な
し
い
ク
モ
で
す
が
、
毒
を

持
っ
て
い
ま
す
。
発
見
し
た
場
合
は
、

素
手
で
つ
か
ん
だ
り
触
っ
た
り
せ
ず
に

駆
除
し
て
く
だ
さ
い
。

セ
ア
カ
ゴ
ケ
グ
モ
の
特
徴

　

体
長
は
オ
ス
３
～
４
㎜
、
メ
ス
10
～

20
㎜
。
メ
ス
は
全
体
に
黒
色
で
、
背
の

部
分
に
目
立
っ
た
赤
色
の
帯
状
の
模
様

が
あ
り
ま
す
。

生
息
場
所

■
次
の
よ
う
な
条
件
の
場
所
に
網
を

張
っ
て
住
み
つ
き
、
繁
殖
し
ま
す
。

・
日
当
た
り
が
よ
く
、
暖
か
い

・
昆
虫
や
小
動
物
な
ど
の
餌
が
豊
富
に

あ
る

・
水
は
け
が
良
く
、
乾
い
て
い
る 

■
次
の
よ
う
な
場
所
で
今
ま
で
に
発
見

さ
れ
て
い
ま
す 

・
排
水
溝
の
側
面
や
、
グ
レ
ー
チ
ン
グ

な
ど
の
ふ
た
の
裏 

・
花
壇
の
ま
わ
り
の
ブ
ロ
ッ
ク
の
く
ぼ

み
や
穴
、
プ
ラ
ン
タ
ー
と
壁
の
透
き
間 

・
芝
生
や
植
木
、
水
抜
き
管
の
内
部 

・
自
動
販
売
機
の
裏
、
エ
ア
コ
ン
室
外

機
の
裏
、
浄
化
槽
ブ
ロ
ア
ー
カ
バ
ー
内

部
な
ど
の
、
人
工
的
な
熱
源
の
周
辺 

予
防
方
法
・
駆
除
方
法

　

生
息
し
そ
う
な
場
所
に
普
段
か
ら
注

意
し
、
定
期
的
な
清
掃
を
し
て
巣
を
作

ら
せ
な
い
よ
う
に
す
れ
ば
被
害
を
避
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
発
見
し
た
場
合

は
素
手
で
触
ら
ず
、
靴
で
踏
み
潰つ
ぶ

し
た

り
、市
販
の
家
庭
用
殺
虫
ス
プ
レ
ー（
ピ

0 10 20 30 40 [mm]

■メスのセアカゴケグモ（実物大）

赤色の帯状
の模様

レ
ス
ロ
イ
ド
系
）
を
噴
霧
し
た
り
し
て

駆
除
し
て
く
だ
さ
い
。

か
ま
れ
た
と
き
の
症
状 

　

か
ま
れ
る
と
、
チ
ク
リ
と
針
で
刺
し

た
よ
う
な
痛
み
を
感
じ
、
か
ま
れ
た
部

分
の
周
り
が
赤
く
腫は

れ
ま
す
。
痛
み
は

し
だ
い
に
全
身
に
広
が
り
、
悪
化
す
る

と
、
多
量
の
汗
を
か
い
た
り
、
さ
む
け
、

吐
き
気
な
ど
が
あ
ら
わ
れ
た
り
す
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

か
ま
れ
た
と
き
の
処
置 

　

か
ま
れ
た
箇
所
を
水
や
石
け
ん
水
で

よ
く
洗
い
、
で
き
る
だ
け
早
く
医
師
の

診
察
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。
か
ま
れ
た

ク
モ
を
殺
し
て
持
参
す
る
と
適
切
な
治

療
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

セ
ア
カ
ゴ
ケ
グ
モ
を
見
つ
け
た
場
合

は
、
環
境
衛
生
課
ま
で
連
絡
を
し
て
く

だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】
環
境
衛
生
課
（
77
・

２
５
１
１　

本
庁
北
別
館
）

今までにこのような場所で発見されていま
す。（上）エアコン室外機の裏　（下）排水溝
のグレーチングの裏
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■滝を眺めてゆっくりお散歩

　桃源郷運動公園内の芝生広場と学習体験館を
結ぶ遊歩道の途中に、つり橋が架かっています。
つり橋は、長さ 21 ｍ高さ約７ｍの鉄製で、眼
下には公園内を流れる柘榴川（ざくろがわ）の渓
谷が広がります。橋のそばには、高さ約３ｍと
１ｍの２つの滝、「雄滝雌滝（おたきめたき）」が
岩場をゆるやかに流れ落ちています。川のせせ
らぎ音と涼しい風を感じながら、ゆっくりと散
歩してみませんか。

■ニシキゴイを放流　～元気に育ってね～

　自分たちの住む地域の環境に目をむけ、自然の大切さを体感することを目的
に、田中小学校の４年生 81 人が学校近くの佐川にニシキゴイの稚魚 250 匹を
放流し、河川敷のゴミ拾いをしました。
　打田地区の住民 36 人でつくり、河川の美化活動などに取り組んでいる「打田
鯉放会」が、川の大切さを知って欲しいと 11 年前から毎年コイなどを提供して
います。同会の山地克己会長（53）は、地域の川を美しく保ち、きれいな佐川
を子どもの世代まで残そうという思いから、児童たちに「絶対にゴミを捨てな
いという事を約束して欲しい」と話します。
　田中小学校の４年生は今、授業で環境について学んでいます。佐川のゴミの
多さに驚いた児童もいて、コイの放流・ゴミ拾いを通じて，環境問題を考えて
いくことの大切さを学び、ひとりひとりが気をつけないといけないと感じたよ
うでした。

　児童が河原に並び、１人ずつコイを
バケツから放つと、コイは元気よく泳
ぎだしました。児童たちは、「初めて
触ったけど、つるつるしていた」「き
れいな川を守っていきたい」「今日放
流したコイを元気なまま大きくした
い」などと話してくれました。

■夢を短冊に込めて

　七夕のこの日、東貴志保育所で七夕まつりが
開催され、約 90人の園児達は地元の福祉委員の
みなさんと一緒にマジックショーを観賞したり
絵本を読んだりして楽しい時間を過ごしました。
年長児は、思い思いの願い事を自分で短冊に書
きました。「ぷうるでおよげるようになりたいで
す」「でんしゃのうんてんしゅになりたいです」
夢がかなう様に願いながら、元気いっぱいに飾
りつけをした笹に結び付けました。

■うちの桃はおいしいで

　紀の川市有機実践グループの一員でもある、
風市の嶋　茂好さん（60) は、エコファーマー
の認定をうけ、減農薬で、除草剤を散布しない
など、環境への負担が少ない桃作りに取り組ん
でいます。この取り組みが農林水産省のホーム
ページでも紹介されました。
　「桃は作り手によって味が変わる」という嶋さ
ん。夫婦二人三脚でのこだわりの桃作りは、お
盆過ぎまで続きます。

■紀の川市お城講座

　歴史民俗資料館で「紀の川市お城講座」が開
催されました。和歌山城郭調査研究会の白石博
則代表は、中世（戦国時代）の紀の川市内の約
40 か所の山城・館跡を時代毎に紹介しました。
約 35 人の参加者は熱心に聞き入り、遠い戦国
の歴史に思いを馳せていました。参加していた
人は、「地名から城跡の位置を推測して見に行く
とはすごいです。城跡からその地域の歴史が分
かり、とても興味深いです」と話していました。
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農
耕
作
業
車
の
登
録
を

市
民
ま
つ
り
情
報

　

軽
自
動
車
税
は
、
一
般
に
オ
ー
ト
バ

イ
・
軽
乗
用
車
・
軽
ト
ラ
ッ
ク
な
ど
に

か
か
る
税
金
で
す
が
、
農
耕
作
業
用
自

動
車
も
小
型
特
殊
自
動
車
と
し
て
軽
自

動
車
税
の
課
税
対
象
で
す
。

　

ト
ラ
ク
タ
ー
・
乗
用
装
置
付
き
コ
ン

バ
イ
ン
・
運
搬
車
両
な
ど
の
農
耕
作
業

用
自
動
車
は
、道
路
を
走
ら
な
く
て
も
、

申
告
を
し
て
標
識
（
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー

ト
）
を
つ
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

標
識
（
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
）
を
ま
だ

付
け
て
い
な
い
農
耕
作
業
用
自
動
車
を

所
有
し
て
い
る
人
、
新
た
に
所
有
し
た

●
道
路
を
走
ら
な
い
場
合
で
も
、
登
録
し
て
く
だ
さ
い
。

●登録が必要
トラクター、コンバイン、田植え機、
運転席がついた運搬車

●登録の必要がない
運転席のない運搬車、手押しのトラク
ター

【
問
い
合
わ
せ
】市
民
税
課

（
℡
77
・
２
５
１
１　

本
庁
）

農耕作業用の小型特殊自動車
軽自動車税　1,600 円／年

トラクターやコンバインは登録が必要です。

人
は
、
市
役
所
市
民
税
課
ま
た
は
各
支

所
の
市
民
生
活
係
に
届
出
を
し
て
く
だ

さ
い
。
そ
の
際
、
車
両
の
形
状
が
分
か

る
カ
タ
ロ
グ
な
ど
が
あ
れ
ば
持
参
く
だ

さ
い
。

　

ミ
ニ
カ
ー
や
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
な
ど

の
登
録
の
際
に
も
、
車
両
の
形
状
が
分

か
る
カ
タ
ロ
グ
や
写
真
を
添
付
し
て
く

だ
さ
い
。

　

な
お
、
他
人
に
な
り
す
ま
し
て
登
録

す
る
な
ど
の
犯
罪
防
止
の
た
め
に
、
窓

口
で
本
人
確
認
を
行
っ
て
い
ま
す
。
免

許
証
な
ど
の
提
示
を
お
願
い
し
ま
す
。

ミニカー
軽自動車税　2,500 円／年
ミニカーとは…一般に四輪バギーと呼ばれて
いるものや、３輪のスクーターで後輪の車軸
の長さが 50 センチ以上のものをいいます。

フォークリフト

ミニカー（四輪バギー）

トラクター

コンバイン

ミニカーの登録の際には、後輪の輪距の長さ
が分かるようにメジャーをあてた写真などを
添付してください。

フォークリフトなどの小型特
殊自動車

軽自動車税
4,700 円／年

輪距
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■
減
額
期
間
…
平
成
20
年
４
月

１
日
～
平
成
22
年
３
月
31
日
ま

で
の
間
に
改
修
工
事
が
完
了
し

た
も
の
に
つ
い
て
、
翌
年
度
の

１
年
度
分
。

■
対
象
工
事
…
窓
の
断
熱
改
修

工
事
、
ま
た
は
窓
の
断
熱
改
修

工
事
と
あ
わ
せ
て
行
う
床
、
天

井
ま
た
は
壁
の
断
熱
改
修
工
事

（
外
気
な
ど
と
接
す
る
も
の
の

工
事
に
限
る
）

■
手
続
き
方
法
…
工
事
明
細
書

や
写
真
等
（
関
係
書
類
に
は
建

築
士
、
指
定
確
認
検
査
機
関
ま

た
は
登
録
住
宅
性
能
評
価
機
関

な
ど
に
よ
る
証
明
書
を
添
付
）

を
工
事
完
了
後
３
か
月
以
内
に

資
産
税
課
へ
提
出
。

【
問
い
合
わ
せ
】
資
産
税
課
（
℡

77
・
２
５
１
１　

本
庁
）

架
空
請
求
や
悪
質
な

業
者
に
注
意

■
架
空
請
求

　
「
裁
判
取
り
下
げ
費
用
」な
ど

と
称
し
た
架
空
請
求
が
増
え
て

い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
架
空
請

求
が
来
て
も
、
相
手
に
連
絡
せ

ず
に
放
置
く
だ
さ
い
。

■
悪
質
な
「
な
ん
で
も
屋
」
や

「
便
利
屋
」な
ど
の
業
者

　
「
電
話
で
農
作
業
の
手
伝
い

や
家
屋
修
理
な
ど
を
依
頼
し
、

作
業
を
し
て
も
ら
っ
た
が
、
料

金
が
法
外
で
あ
る
」
と
い
っ
た

相
談
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

悪
質
な
業
者
は
、
一
度
電
話

を
す
る
と
言
葉
巧
み
に
消
費
者

に
近
づ
い
て
き
ま
す
。
電
話
を

す
る
前
に
ま
ず
家
族
や
身
近
な

人
、
消
費
者
生
活
セ
ン
タ
ー
な

ど
に
相
談
く
だ
さ
い
。 生

活
【
問
い
合
わ
せ
】
和
歌
山
県

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
（
℡

０
７
３
・
４
３
３
・
１
５
５
１
）

県
下
水
道
公
社
の
入

札
参
加
者
募
集

　

那
賀
処
理
区
の
工
事
や
業
務

委
託
、
物
品
納
入
の
競
争
入
札

参
加
希
望
者
を
募
集
し
ま
す
。

※
運
転
監
視
お
よ
び
維
持
管
理

等
業
務
は
除
き
ま
す

■
対
象
…
平
成
20
～
22
年
度

■
受
付
期
間
…
7
月
22
日

（火）
～

８
月
29
日

（金）　

午
前
10
時
～
午

後
５
時

■
入
札
参
加
説
明
会
…
８
月
11

日
（月）
午
後
７
時
～　

本
庁
北
別

館
３
階
集
会
室
で
開
催

【
申
請
書
配
布
・
申
込
み
・
問
合

せ
】和
歌
山
県
下
水
道
公
社（
℡

０
７
３
６
・
２
２
・
２
２
４
１
）

人
権
に
関
す
る
市
民

意
識
調
査

　

人
権
問
題
に
関
す
る
意
識
を

把
握
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
市

民
意
識
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

調
査
結
果
は
、
今
後
の
人
権
行

政
推
進
の
基
礎
資
料
に
し
ま

す
。
調
査
対
象
と
な
っ
た
人
に

は
、
８
月
中
旬
に
調
査
票
を
郵

送
し
ま
す
。
調
査
へ
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】
人
権
啓
発
推

進
課
（
℡
77
・
２
５
１
１　

本

庁
北
別
館
）

毎
月
勤
労
統
計
調
査

特
別
調
査

　

県
で
は
、
厚
生
労
働
省
所
管

の
も
と
毎
月
勤
労
統
計
調
査
特

別
調
査
を
行
い
ま
す
。対
象
は
、

常
用
労
働
者
を
１
～
４
人
雇
用

す
る
事
業
所
で
、
雇
用
労
働
者

の
賃
金
、
労
働
時
間
、
雇
用
の

変
動
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に

年
１
回
実
施
し
、
景
気
判
断
や

経
済
情
勢
の
諸
政
策
な
ど
に
幅

省
エ
ネ
改
修
に
伴
う

固
定
資
産
税
の
減
額

　

平
成
20
年
１
月
１
日
以
前
に

建
て
ら
れ
た
住
宅
（
賃
貸
住

宅
を
除
く
）
を
対
象
に
、
一
定

の
省
エ
ネ
化
の
た
め
に
工
事

費
30
万
円
以
上
の
改
修
工
事
を

行
っ
た
場
合
、
翌
年
度
分
の
固

定
資
産
税
を
減
額
し
ま
す
。

■
減
税
額
…
一
戸
当
た
り
床
面

積
１
２
０
㎡
相
当
部
分
ま
で

（
１
２
０
㎡
以
下
の
場
合
は
全

床
面
積
相
当
分
）
の
固
定
資
産

税
（
都
市
計
画
税
は
含
み
ま
せ

ん
）
の
３
分
の
１
を
減
額
。

児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児

童
扶
養
手
当
の
現
況
届

　

児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童

扶
養
手
当
を
受
給
し
て
い
る
人

は
、
８
月
中
に
現
況
届
の
提
出

が
必
要
で
す
。
こ
の
届
は
受
給

者
の
前
年
の
所
得
状
況
な
ど
を

確
認
す
る
た
め
の
も
の
で
、
提

出
が
な
い
と
引
き
続
い
て
手
当

の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

な
く
な
り
ま
す
の
で
、
必
ず
提

出
く
だ
さ
い
。

■
児
童
扶
養
手
当
と
は
…
18
歳

（
障
害
の
あ
る
場
合
は
20
歳
未

満
）
に
達
す
る
日
以
降
の
最
初

の
３
月
31
日
ま
で
の
児
童
を
養

育
し
て
い
る
母
子
家
庭
や
、
父

が
一
定
の
障
害
に
あ
る
家
庭
に

支
給
さ
れ
る
手
当
で
す
。
た
だ

し
、
所
得
制
限
な
ど
の
条
件
が

あ
り
ま
す
。

■
特
別
児
童
扶
養
手
当
と
は
…

20
歳
未
満
で
身
体
や
知
的
ま
た

は
精
神
に
一
定
の
障
害
、
も
し

く
は
長
期
に
わ
た
る
安
静
を
必

要
と
す
る
病
状
に
あ
る
児
童

を
、
在
宅
で
扶
養
し
て
い
る

父
母
等
に
支
給
さ
れ
る
手
当
で

す
。
た
だ
し
、
所
得
や
障
害

の
程
度
に
よ
る
制
限
が
あ
り
ま

す
。

【
問
い
合
わ
せ
】
子
育
て
支
援

課
（
℡
75
・
３
１
１
１　

那
賀

分
庁
舎
）

年
金
受
給
者
の
み
な

さ
ん
へ

こ
ん
な
と
き
に
は
こ
ん
な
手
続

き
を

■
誕
生
月
が
来
た
と
き

　

社
会
保
険
庁
で
は
、
住
民
基

本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ

ム
を
活
用
し
て
受
給
者
の
現
況

確
認
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、

現
況
届
の
提
出
は
不
要
で
す
。

た
だ
し
、
次
の
①
～
③
の
場
合

は
、
現
況
確
認
が
で
き
ま
せ
ん

の
で
、
現
況
届
な
ど
の
届
け
出

が
必
要
で
す
。（
提
出
が
必
要

な
人
に
は
、
社
会
保
険
業
務
セ

ン
タ
ー
か
ら
現
況
届
な
ど
が
送

付
さ
れ
ま
す
）

①
住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
た
現
況

確
認
が
行
え
な
い
人

②
加
給
年
金
額
を
受
け
て
い
る

人③
障
害
年
金
受
給
者
で
、
障
害

の
程
度
の
確
認
が
必
要
な
人

■
氏
名
や
住
所
、
年
金
受
取
口

座
を
変
更
す
る
と
き

　

氏
名
な
ど
を
変
更
す
る
と
き

は
す
み
や
か
に
届
け
出
を
し
て

く
だ
さ
い
。
氏
名
を
変
更
す
る

と
き
は
年
金
証
書
を
添
付
く
だ

さ
い
。
支
払
金
融
機
関
を
変
更

す
る
と
き
は
、
そ
の
金
融
機
関

で
証
明
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

■
年
金
証
書
を
失
く
し
た
と
き

な
ど

　

年
金
証
書
を
汚
し
た
り
、
失

く
し
た
り
し
た
と
き
は
、
再
交

付
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。
年

金
証
書
は
、
各
種
届
け
出
や
年

金
相
談
の
と
き
に
必
要
で
す
の

で
、
大
切
に
保
管
く
だ
さ
い
。

振
込
通
知
書
、
源
泉
徴
収
票
や

額
改
定
通
知
書
な
ど
を
紛
失
し

た
場
合
も
再
発
行
申
請
が
で
き

ま
す
。

※
各
申
請
書
の
提
出
先
は
社
会

保
険
事
務
所
で
す
。
申
請
用
紙

は
、
国
保
年
金
課
や
各
支
所
の

年
金
係
窓
口
に
設
置
し
て
い
ま

す
。

【
問
い
合
わ
せ
】
国
保
年
金
課

（
℡
77
・
２
５
１
１　

本
庁
）

広
報
紀
の
川
の
配
布
は
毎
月
１
日
～
５
日
で
す
。
５
日
を
過
ぎ
て
も
届
か
な
い
場
合
は
、
配
布
委
託
業
者
㈱
ダ
イ
コ
ク
（
℡
０
１
２
０
・
６
０
・
３
９
１
２
）
ま

で
連
絡
く
だ
さ
い
。

広
く
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

調
査
対
象
と
な
る
事
業
所
に

は
、
８
月
か
ら
９
月
に
か
け
て

統
計
調
査
員
が
訪
問
し
ま
す
。

調
査
票
に
書
か
れ
た
事
柄
は
、

「
統
計
法
」
に
よ
り
厳
し
く
秘

密
が
守
ら
れ
、
統
計
以
外
の
目

的
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
は
固
く

禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

調
査
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】
和
歌
山
県
庁

調
査
統
計
課（
℡
０
７
３
・
４
４

１
・
２
３
８
８
）

案
内

　　
シリーズ『クイズで防災チェック』⑧

○問題（中級編）

１．プレートが水平方向にすれ違う地帯では
横ずれ断層が現れます。これを何と呼ぶで
しょうか？
Ａ．トランスフォーム断層
Ｂ．プラットフォーム断層

２．自分の名前や住所、連絡先などを記入し
た「避難カード」は、どのように保管しておく
のがいいでしょうか？
Ａ．自分のカードは自分でいつも持っている
Ｂ．市役所など公共の施設に預けておく

３．地下街で地震に襲われたら、あわてずに
様子をみて揺れがおさまるのを待ちます。地
下街には何ｍおきに出入り口が設置されてい
るでしょうか？
Ａ．約 30 ｍ　　Ｂ．約 60 ｍ

○答え

１．Ａ　この地帯で発生する地震は、すれ違
　　　　う岩盤同士のゆがみにより起こると
　　　　考えられています。

２．Ａ　いざというときのために、カバンや
　　　　ポケットに入れておきましょう。

３．Ｂ　地下街は耐震構造になっているので
　　　　意外と安全です。壁をつたっていけ
　　　　ば必ず出入り口にたどりつくので、
　　　　あわてず慎重に行動しましょう。

【問い合わせ】危機管理消防課（℡ 77・
2511 本庁南別館）

税
金

福
祉

納期限のおしらせ

■市県民税
　第２期　９月１日（月）

【問い合わせ】市民税課 ℡ 77・2511
■国民健康保険税
　第３期　９月１日（月）

【問い合わせ】国保年金課 ℡77・2511
■介護保険料
　第３期　９月１日（月）

【問い合わせ】高齢介護課 ℡75・3111
　
・・・・・・忘れずに納めましょう・・・・・・

国民健康保険税第２期／固定資産税第
２期／介護保険料第２期
これらの納期限は７月31日（木）です。
まだ納めていない人は、今すぐ最寄り
の金融機関で納めてください。納め忘
れのないように、納付は便利な口座振
替を利用ください。申し込みは金融機
関の窓口で。

生
活
・
案
内
・
税
金
・
福
祉

●市政懇談会
今月の予定

竜門地区対象

とき　8/22（金）
　　　　午後７時 30分～

ところ　粉河ふるさと
　　　　センター

長田地区対象

とき　8/23（土）
　　　　午後７時 30分～

ところ　粉河ふるさと
　　　　センター

各会場には、手話通訳
の準備があります。
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観
光
課
内
）

調
月
カ
ッ
プ
Ｐ
Ｋ
バ

ト
ル
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

■
と
き
…
８
月
23
日

（土）
午
前
９

時
キ
ッ
ク
オ
フ

■
と
こ
ろ
…
桃
源
郷
運
動
公
園

■
競
技
種
目
…
①
フ
リ
ー
の
部

（
５
人　

う
ち
１
人
は
Ｇ
Ｋ
）

②
ジ
ュ
ニ
ア
の
部
（
小
学
生
の

み
５
人　

う
ち
１
人
は
Ｇ
Ｋ
）

③
レ
デ
ィ
ー
ス
の
部
（
女
性
の

み
５
人　

う
ち
１
人
は
Ｇ
Ｋ
）

④
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
部
（
１
組
以

上
の
親
子
を
含
む
５
人　

う
ち

１
人
は
Ｇ
Ｋ
）

■
参
加
費
…
１
チ
ー
ム
５
０
０

円
（
傷
害
保
険
料
含
む
）
※
当

大
和
街
道
を
歩
き
ま

せ
ん
か

■
と
き
…
８
月
９
日

（土）
受
付
午

前
９
時
／
ス
タ
ー
ト
午
前
９
時

30
分　

雨
天
決
行（
荒
天
中
止
）

■
集
合
場
所
…
岩
出
駅
（
Ｊ
Ｒ

和
歌
山
線
）

■
歩
行
コ
ー
ス
…
岩
出
駅
～
西

田
中
神
社
～
打
田
体
育
館
～
黒

土
バ
イ
パ
ス
歩
道
橋
～
極
楽
寺

（
上
田
井
）
～
長
田
観
音
前
～

風
市
神
社
～
粉
河
ふ
る
さ
と
セ

ン
タ
ー
～
旧
名
手
本
陣

■
歩
行
距
離
…
約
12
㎞

■
参
加
費
…
２
０
０
円

■
持
ち
物
…
弁
当
・
水
筒
・
雨

具
（
雨
天
の
場
合
）

■
そ
の
他
…
小
学
校
３
年
生
以

下
は
保
護
者
の
同
伴
が
必
要
。

申
し
込
み
は
不
要
で
す
。
当
日

集
合
場
所
に
来
て
く
だ
さ
い
。

募
集

【
問
い
合
わ
せ
】
紀
の
川
市

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
協
会　

久
保
哲

哉
（
℡
73
・
４
６
０
５
）

牛
乳
パ
ッ
ク
を
使
っ

て
絵
手
紙
づ
く
り

（
メ
ン
ト
ル
ス
ク
ー
ル
）

　

牛
乳
パ
ッ
ク
を
使
っ
て
世
界

に
一
つ
だ
け
の
ハ
ガ
キ
や
絵
手

紙
を
作
り
ま
せ
ん
か
。

■
と
き
…
９
月
７
日

（日）
午
後
１

時
～

■
と
こ
ろ
…
桃
山
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー

■
対
象
…
市
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
の
小
学
校
４
年
生
以
上

■
定
員
…
20
人
（
先
着
順
）

■
参
加
費
…
３
０
０
円
（
当
日

集
金
）

■
持
ち
物
…
タ
オ
ル
、
ク
レ
ヨ

ン
ま
た
は
色
鉛
筆

■
申
込
受
付
期
間
…
８
月
11
日

（月）
～
22
日

（金）
ま
で
に
電
話
で
申

し
込
み
。
受
付
時
間
は
平
日
の

午
前
９
時
～
午
後
５
時
30
分

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

桃
山
会
館（
℡
66
・
２
２
８
８
）

「
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ

プ
」
の
愛
称
募
集

　

地
域
の
優
れ
た
地
場
産
品
や

特
産
品
を
広
く
Ｐ
Ｒ
す
る
場
と

し
て
、
和
歌
山
市
の
ぶ
ら
く
り

丁
商
店
街
に
10
月
に
開
設
予
定

の
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
の
愛
称

を
募
集
し
ま
す
。

■
応
募
方
法
…
官
製
は
が
き

に
、
①
愛
称
②
愛
称
に
対
す
る

コ
メ
ン
ト
③
住
所
④
氏
名
⑤

年
齢
⑥
電
話
番
号
を
明
記
し
、

「
〒
６
４
１
‐
０
０
１
２　

和

歌
山
市
紀
三
井
寺
８
５
６　

（財）

和
歌
山
地
域
地
場
産
業
振
興
セ

ン
タ
ー
愛
称
係
」
ま
で
郵
送
く

だ
さ
い
。

　

愛
称
は
未
発
表
の
も
の
に
限

り
ま
す
。
ま
た
、
記
入
い
た
だ

い
た
個
人
情
報
は
、
愛
称
募
集

に
か
か
る
目
的
以
外
に
は
使
用

し
ま
せ
ん
。

■
応
募
締
め
切
り
…
８
月
25
日

（月）
必
着

青
洲
時
代
行
列
の
青

洲
・
加
恵
役
を
募
集

　

10
月
19
日

（日）
に
開
催
す
る
青

洲
ま
つ
り
の
時
代
行
列
の
主

役
、
青
洲
・
加
恵
役
を
募
集
し

ま
す
。

■
対
象
…
市
内
在
住
の
人
（
自

薦
・
他
薦
は
不
問
。
青
洲
・
加

恵
単
独
で
の
申
し
込
み
も
可
）

■
申
し
込
み
期
間
…
８
月
22
日

（金）
ま
で　

※
く
わ
し
く
は
、
青
洲
ま
つ
り

実
行
委
員
会
に
問
い
合
わ
せ
い

た
だ
く
か
、
紀
の
川
市
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】
青
洲
ま
つ
り

実
行
委
員
会
事
務
局
（
℡
73
・

３
３
１
１　

粉
河
分
庁
舎
商
工

日
支
払
い

■
申
し
込
み
方
法
…
申
込
用
紙

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
８
月

15
日

（金）
ま
で
に
申
し
込
み

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
課
（
℡
64
・
９

１
６
４　

貴
志
川
分
庁
舎
）
ま

た
は
桃
山
会
館
内
生
涯
ス
ポ
ー

ツ
課
（
℡
66
・
２
２
８
８
）

金
山
寺
味
噌
伝
承
塾

　

地
産
地
消
の
野
菜
で
、
我
が

家
の
味
噌
を
作
り
ま
せ
ん
か
。

■
と
き
…
９
月
４
日

（木）
～
６
日

（土）■
と
こ
ろ
…
桃
源
郷
運
動
公
園

学
習
体
験
館
「
桃
り
ゃ
ん
せ
夢

工
房
」

■
日
程
…
４
日
午
後
０
時
30
分

～
４
時　

米
こ
う
じ
作
り
な
ど

／
５
日
午
前
８
時
30
分
～
正
午

麦
豆
蒸
し
な
ど
／
６
日
午
前
８

時
30
分
～
正
午　

仕
上
げ

■
参
加
費
…
３
，５
０
０
円（
材

料
費　

持
ち
帰
り
３
㎏
）

■
定
員
…
20
人

■
持
ち
物
…
エ
プ
ロ
ン
、
三
角

巾
、
マ
ス
ク
、
筆
記
用
具

■
申
し
込
み
…
８
月
３
日

（日）
～

24
日

（日）

■
受
け
付
け
時
間
…
午
前
10
時

～
午
後
４
時
（
月
曜
休
館
）

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

桃
源
郷
運
動
公
園
学
習
体
験
館

「
桃
り
ゃ
ん
せ
夢
工
房
」（
℡

66
・
３
４
５
４
）

「
犬
の
鳴
き
声
が
う
る
さ
い
」
な
ど
の
苦
情
が
増
え
て
い
ま
す
。
ペ
ッ
ト
を
適
正
に
管
理
す
る
の
は
飼
い
主
の
マ
ナ
ー
で
す
。
近
所
の
人
に
迷
惑
を
か
け
な
い

よ
う
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。
散
歩
に
は
ゴ
ミ
袋
な
ど
を
持
参
し
て
、
フ
ン
は
必
ず
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う
。【
問
い
合
わ
せ
】
環
境
衛
生
課
（
℡
77
・
２
５
１
１
）

■
審
査
と
賞
品
…
関
係
者
に
よ

る
審
査
を
行
い
、最
優
秀
賞（
１

点
）
に
は
５
万
円
相
当
の
ア
ン

テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
お
買
物
券
を
、

優
秀
賞
（
２
点
）
に
は
、
１
万

円
相
当
の
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ

お
買
物
券
を
差
し
上
げ
ま
す
。

■
審
査
発
表
…
９
月
中
旬
に
発

表
。
入
選
者
に
は
直
接
通
知
し

ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

（財）
和
歌
山
地

域
地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
事

務
局
（
℡
０
７
３
・
４
４
７
・
３

３
３
４
）

大会結果（その②）

●第 39 回和歌山県スポーツ少年団総合競
技大会

○軟式野球
（6/14・15　南馬場緑地広場他）
出場
田中野球スポーツ少年団
長田野球スポーツ少年団

○サッカー
（7/5・6　南馬場緑地広場他）
出場

（小学生）貴志川サッカースポーツ少年団

○バレーボール
（6/28・29　かつらぎ体育センター他）
出場

（女子）
長田少女バレーボールスポーツ少年団
竜門少女バレーボールスポーツ少年団
田中少女バレーボールスポーツ少年団
川原少女バレーボールスポーツ少年団

（男子）
貴志川少年バレーボールスポーツ少年団

○柔道
（6/28　県立橋本体育館）
出場

（団体・個人）
打田柔道スポーツ少年団
那賀柔道スポーツ少年団
貴志川柔道スポーツ少年団

○剣道
（6/28　県立橋本体育館）
第 3 位　粉河剣道スポーツ少年団
出場

（小学生）
貴志川剣道スポーツ少年団
桃山剣道スポーツ少年団

（中学生）
貴志川剣道スポーツ少年団

大会結果（その①）

●第 5 回紀の川市オープンバドミントン大会
（6/8　桃山勤労者体育センター）
○中級者以上の部
優勝　平野英孝・山東祐也（那賀クラブ）
○初級者の部
１組優勝
　伊藤一美・伊藤友美（貴志川クラブ）
２組優勝
　平野哲也・友居ありさ（ハイベリーズ）
３組優勝
　岡　聡卓・沢　駿志（二葉スポーツ少年団）
４組優勝
　衣笠和代・佐本友利（貴志川クラブ）
５組優勝
　亀井和子・岩崎祥子（岩出クラブ）
○初心者の部
優勝　酒井順子・中西智恵（貴志川クラブ）

●第 3 回紀の川市グラウンドゴルフ大会
（6/22　愛宕池公園グラウンド）
○男子の部
優勝　小倉　擴（西脇ＧＧＣ）
２位　植田幸男（西脇ＧＧＣ）
３位　船越重一（打田ＧＧＣ）
○女子の部
優勝　北浦邦子（西脇ＧＧＣ）
２位　後藤隆子（打田ＧＧＣ）
３位　山本頴子（那賀ＧＧＣ）

表彰　おめでとうございます

献血運動に対する功績で感謝状の贈呈　

■厚生労働大臣感謝状

　松下電池工業株式会社 和歌山地区（打田）

■知事感謝状

　デュプロ精工株式会社（上田井）

●宅地分譲中
　紀の川市土地開発公社では、リバーサイドこかわ（粉河）・下清水住宅団
地（長田中）・白樺台住宅団地（中鞆渕）の宅地分譲を行なっています。
　分譲区画図や分譲価格など、くわしくは土地開発公社ウェブページ

（http://www.city.kinokawa.lg.jp/tochikai/index.html）をご覧ください。

■購入特典　①固定資産税相当額を３年間助成。
　　　　　　②引越費用として 10万円を助成。

【問い合わせ】紀の川市土地開発公社（℡ 77・0904　本庁北別館）

募
集

●市政懇談会
今月の予定

鞆渕地区対象

とき　8/29（金）
　　　　午後７時 30分～

ところ　鞆渕出張所

安楽川地区対象

とき　8/30（土）
　　　　午後７時 30分～

ところ　安楽川小学校

各会場には、手話通訳
の準備があります。



暮
ら
し
の
情
報

クラシノジョウホウ

広報紀の川 2008・8　����　広報紀の川 2008・8

��
暮
ら
し
の
情
報

■
と
こ
ろ
…
紀
の
川
竹
房
橋
下

河
川
敷

■
内
容
…
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に
入

れ
た
ロ
ー
ソ
ク
約
７
０
０
個
を

用
い
て「
真
」と
い
う
文
字
を
点

灯
さ
せ
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】
生
涯
学
習
課

（
64
・
９
１
６
３　

貴
志
川
分

庁
舎
）
ま
た
は
百
合
山
の
自
然

と
遺
跡
を
生
か
す
会　

大
井
一

成
（
℡
77
・
３
８
９
１
）

平
和
の
鐘
を
鳴
ら
し

ま
せ
ん
か

　

戦
争
の
惨
禍
を
二
度
と
繰
り

返
さ
な
い
よ
う
に
、
ま
た
、
平

和
へ
の
思
い
を
込
め
て
家
族
の

絆
と
命
の
尊
さ
を
考
え
る
契
機

と
す
る
た
め
、「
打
鐘
の
集
い
」

を
開
催
し
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
も
平
和
へ
の
願
い

を
こ
め
て
鐘
を
つ
い
て
み
ま
せ

ん
か
。

■
と
き
…
８
月
15
日

（金）
正
午
～

■
と
こ
ろ

○
粉
河
寺
（
粉
河
）

紀
北
ユ
ネ
ス
コ
協
会
（
℡
73
・

３
３
１
２
）

○
名
手
八
幡
神
社
（
穴
伏
）

那
賀
青
洲
ユ
ネ
ス
コ
協
会
（
℡

男
性
料
理
教
室

　

日
ご
ろ
な
か
な
か
台
所
に
立

つ
こ
と
が
少
な
い
男
性
の
み
な

さ
ん
。
紀
の
川
市
食
生
活
改
善

推
進
協
議
会
員
と
楽
し
み
な
が

ら
料
理
作
り
を
し
て
み
ま
せ
ん

か
。

■
と
き
…
８
月
30
日

（土）
午
前
10

時
～
午
後
１
時

■
と
こ
ろ
…
貴
志
川
保
健
福
祉

セ
ン
タ
ー

■
参
加
費
…
３
０
０
円

■
定
員
…
20
人
（
先
着
順
）

■
持
ち
物
…
エ
プ
ロ
ン
・
三
角

巾■
申
し
込
み
…
8
月
20
日

（水）
ま

で
に
電
話
で
申
し
込
み
。

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

健
康
推
進
課
（
℡
77
・
０
８
２

９　

本
庁
南
別
館
） 募

集

西
貴
志
夏
祭
り
「
盆

踊
り
大
会
」

　

夏
の
一
夜
を
盆
踊
り
や
花
火

な
ど
で
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

■
と
き
…
８
月
９
日

（土）
午
後
６

時
～　

雨
天
の
場
合
は
10
日

（日）

■
と
こ
ろ
…
西
貴
志
小
学
校
運

動
場

■
内
容
…
模
擬
店（
午
後
６
時

～
）、
盆
踊
り（
午
後
７
時
～
９

時
予
定
）、花
火（
午
後
９
時
～
）

【
問
い
合
わ
せ
】西
貴
志
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
（
℡
65
・
２

２
１
１
）
休
館
日
（
月
・
火
・

祝
祭
日
）
を
除
く
午
前
９
時
～

午
後
５
時

第
８
回
長
田
地
区
夏

祭
り

■
と
き
…
８
月
16
日

（土）
午
後
６

時
30
分
～

■
と
こ
ろ
…
長
田
小
学
校
運
動

場
（
雨
天
の
場
合
は
、
農
村
セ

ン
タ
ー
２
階
体
育
館
）

■
内
容
…
ゲ
ー
ム
・
模
擬
店
・

ア
マ
チ
ュ
ア
バ
ン
ド
コ
ン
サ
ー

ト
・
花
火
な
ど

【
問
い
合
わ
せ
】
粉
河
ふ
る
さ

と
セ
ン
タ
ー
（
℡
73
・
３
３
１

２
）丸

栖
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
夏
ま
つ
り

■
と
き
…
８
月
16
日

（土）
午
後
３

時
～　

雨
天
の
場
合
は
17
日

（日）

■
と
こ
ろ
…
丸
栖
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
駐
車
場

■
内
容
…
昼
の
部
は
午
後
３
時

～
（
模
擬
店
）
／
夜
の
部
は
午

後
７
時
20
分
～
９
時（
盆
踊
り
）

【
問
い
合
わ
せ
】
丸
栖
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
（
℡
64
・

７
２
７
０
）
休
館
日
（
月
・
火
・

祝
祭
日
）
を
除
く
午
前
９
時
～

午
後
５
時

第
７
回
平
和
と
慰
霊

の
祈
り
「
万
灯
会
」

　

大
正
4
年
9
月
8
日
に
竹
房

渡
し
舟
の
転
倒
で
、
９
名
の
若

い
尊
い
命
を
奪
っ
た
水
難
事
故

を
は
じ
め
、
最
近
で
も
た
び
た

び
あ
っ
た
水
の
犠
牲
者
へ
の
追

悼
と
、
国
の
た
め
に
命
を
捧
げ

た
戦
没
者
の
慰
霊
と
共
に
世
界

の
平
和
を
祈
念
し
て
万
灯
会
を

行
い
ま
す
。

■
と
き
…
８
月
15
日

（金）
午
後
７

時
30
分
～
午
後
８
時
30
分
（
雨

天
中
止
）

75
・
２
２
２
１
）

○
玉
前
寺
（
貴
志
川
町
丸
栖
）

貴
志
川
ユ
ネ
ス
コ
協
会
（
℡

64
・
２
２
７
３
）

■
そ
の
他
…
書
き
そ
ん
じ
ハ
ガ

キ
や
使
用
済
み
切
手
、
使
用
済

み
プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド
が
あ
れ

ば
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
世
界
の

人
々
に
学
び
の
場
を
提
供
し
、

教
育
を
支
援
し
て
い
く
「
ユ
ネ

ス
コ
世
界
寺
子
屋
運
動
」
に
提

供
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】
生
涯
学
習
課

（
℡
64
・
９
１
６
３
）

天
文
台
観
望
会
、
夏

の
星
座
と
木
星

　

西
貴
志
コ
ミ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
屋
上
に
設
置
さ
れ
て
い

る
口
径
40
㎝
の
望
遠
鏡
で
、
星

の
世
界
を
探
検
し
て
み
ま
せ
ん

か
？
夏
の
終
わ
り
の
夜
空
を
見

て
み
る
と
、
南
の
空
に
は
太
陽

系
最
大
の
惑
星
「
木
星
」
が
輝

い
て
い
ま
す
。

■
と
き
…
８
月
30
日

（土）
午
後
８

時
～
９
時
（
天
候
不
順
の
場
合

は
中
止
）　

■
と
こ
ろ
…
西
貴
志
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー

■
参
加
費
…
一
般
２
０
０
円
、

高
校
生
以
下
１
０
０
円

■
定
員
…
30
人
（
中
学
生
以
下

は
保
護
者
の
同
伴
が
必
要
）

■
申
し
込
み
…
西
貴
志
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
（
℡
65
・

２
２
１
１
）
ま
で
事
前
に
電
話

で
申
し
込
み
。
受
付
時
間
は
休

館
日
（
月
・
火
・
祝
祭
日
）
を

除
く
午
前
９
時
～
午
後
５
時

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

西
貴
志
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ーラ

ス
ト
サ
マ
ー
・

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
フ
ェ
ス
タ

■
と
き
…
９
月
６
日

（土）
午
後
６

時
～

■
と
こ
ろ
…
粉
河
ふ
る
さ
と
セ

ン
タ
ー
野
外
ス
テ
ー
ジ
（
雨
天

の
場
合
は
、
大
ホ
ー
ル
前
ロ

ビ
ー
）

■
内
容
…
ア
マ
チ
ュ
ア
バ
ン
ド

（
和
歌
山
市
内
ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス

出
演
者
）
に
よ
る
、
コ
ン
サ
ー

ト■
入
場
料
…
無
料

【
問
い
合
わ
せ
】
粉
河
ふ
る
さ

と
セ
ン
タ
ー
（
℡
73
・
３
３
１

２
）

催
し

FURUSEN こども映画まつり

ルイスと未来泥棒

■と　き…８月 31 日（日）
　　　　　開場午後１時 30 分／開演午後２時

■ところ…粉河ふるさとセンター大ホール

■入場料…無料ですが、３歳以上は入場整理券が必要です。
■入場整理券…８月８日（金）午前９時から配布します。
　　　　　　　※配布は１人４枚までです。
■入場整理券配布場所…粉河ふるさとセンター／打田生涯
学習センター／那賀総合センター／総合センター桃山会館
／貴志川生涯学習センター

※入場整理券をお持ちでも、定員になれば入場できません。

【問い合わせ】粉河ふるさとセンター（℡ 73・3312）

募
集
・
催
し

昨年の万灯会

広報紀の川に広告を掲載してみませんか

広告主募集中（有料）
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↓市役所の電話番号案内（8：45 ～ 17：30）

■市役所本庁　℡ 77・2511
税金、住民票、戸籍、印鑑登録、国民健康
保険、国民年金、健康診断、母子手帳、環
境、人権、地域巡回バス、国勢調査、入札、
上水道など

■粉河分庁舎　℡ 73・3311
農業、林業、観光、商業など

■鞆渕出張所　℡ 79・0001

■那賀分庁舎　℡ 75・3111
保育所、子育て教室、介護保険、介護予防、
障害者手帳、那賀地区のし尿収集など

■桃山分庁舎　℡ 66・1100
道路、河川、開発、市営住宅、下水道、地
籍調査など

■貴志川分庁舎　℡ 64・2525
小・中学校、幼稚園などの教育関係、成人式、
文化財、青少年健全育成、生涯スポーツなど

ごみ（廃棄物対策課℡ 77・2511）
■粗大ごみの収集依頼
■打田美化センター
■粉河クリーンセンター
■那賀アメニティセンター
■貴桃クリーンセンター
■貴桃クリーンセンター（不燃物処理場）

生涯学習・生涯スポーツ
■生涯学習課
■生涯スポーツ課
■打田生涯学習センター
■粉河ふるさとセンター
■那賀総合センター
■桃山会館
■貴志川生涯学習センター

℡ 77・0857
℡ 77・4804
℡ 73・5705
℡ 75・4001
℡ 67・0022

℡ 64・6017

℡ 64・9163
℡ 64・9164
℡ 77・3140
℡ 73・3312
℡ 75・2221
℡ 66・2288
℡ 64・2273

困ったときの

相談
県民相談・交通事故相談などは「県民の友」
を見てください。また、社会福祉協議会が
行う心配ごと相談などは「福祉きのかわ」
を見てください。

��　広報紀の川 2008・8

�� 病院・警察・消防署の電話番号

■公立那賀病院

■那賀休日急患診療所

■鞆渕診療所

■岩出警察署

■〃打田交番

■〃南中警察官駐在所

■〃粉河幹部交番

■〃長田警察官駐在所

■〃龍門警察官駐在所

■〃鞆渕警察官駐在所

■〃那賀交番

■〃安楽川警察官駐在所

■〃調月警察官駐在所

■〃中貴志交番

■那賀消防組合本部

■岩出保健所

困
っ
た
と
き
の
相
談

暮
ら
し
の
情
報

℡ 77・2019

℡ 77・6410

℡ 79・0009

℡ 63・0110

℡ 63・0110

℡ 77・3041

℡ 73・2054

℡ 63・0110

℡ 63・0110

℡ 79・0017

℡ 75・2066

℡ 66・0012

℡ 66・0629

℡ 64・2144

℡ 61・0119

℡ 63・0100

弁
護
士
相
談

■
紀
の
川
市
弁
護
士
相
談

℡
77
・
２
５
１
１
（
市
民
課
）

９
月
３
日

（水）
午
後
1
時
30
分
～

那
賀
総
合
セ
ン
タ
ー
２
階
会
議
室

（
電
話
予
約
が
必
要　

先
着
５
人
）

予
約
受
付
開
始
…
８
月
20
日

（水）
午
前

９
時
～

行
政
相
談

■
紀
の
川
市
行
政
相
談

℡
77
・
２
５
１
１
（
市
民
課
）

　

総
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
行
政

相
談
員
が
行
政
全
般
に
つ
い
て
の
相

談
に
応
じ
ま
す
。

○
８
月
13
日

（水）
午
後
1
時
～
３
時

　

粉
河
分
庁
舎
３
階
Ｅ
会
議
室

○
８
月
20
日

（水）
午
後
1
時
～
３
時

　

本
庁
南
別
館
２
階
相
談
室

○
８
月
26
日

（火）
午
後
1
時
～
３
時

　

貴
志
川
分
庁
舎
１
階
相
談
室

人
権
相
談

■
紀
の
川
市
人
権
相
談

℡
77
・
２
５
１
１
（
人
権
啓
発
推
進

課
）

　

法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
人
権

擁
護
委
員
が
人
権
全
般
に
つ
い
て
の

相
談
に
応
じ
ま
す
。

○
８
月
13
日

（水）
午
後
１
時
～
３
時

　

桃
山
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
１
階
相

談
室高

齢
者

■
紀
の
川
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー

℡
78
・
３
３
１
４　

打
田

℡
73
・
６
０
６
０　

粉
河

℡
75
・
３
６
０
１　

那
賀

℡
66
・
３
０
１
３　

桃
山

℡
64
・
０
３
３
１　

貴
志
川

平
日
の
午
前
９
時
～
午
後
5
時
15
分

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
高

齢
者
の
健
康
の
維
持
・
向
上
や
、
安

定
し
た
生
活
の
た
め
の
支
援
を
し
ま

す
。子

ど
も

■
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
子
育
て

に
関
す
る
相
談

℡
66
・
０
４
０
４
（
桃
山
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
）

℡
75
・
２
３
３
１
（
那
賀
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
）

■
市
役
所
子
育
て
支
援
課
の
家
庭
児

童
相
談

℡
75
・
５
３
０
７
（
那
賀
分
庁
舎
内
）

平
日
の
午
前
8
時
45
分
～
午
後
5
時

30
分

■
子
ど
も
・
障
害
者
相
談
セ
ン
タ
ー

℡
０
７
３
・
４
４
５
・
５
３
１
２

　

子
ど
も
（
18
歳
未
満
）
に
関
す
る

あ
ら
ゆ
る
相
談
に
応
じ
ま
す
。

※
休
日
の
小
児
医
療
電
話
相
談
と
、

夜
間
・
休
日
の
病
院
案
内
は
、８
ペ
ー

ジ
に
記
載
し
て
い
ま
す
。

女
性

■
女
性
相
談

℡
０
７
３
・
４
３
５
・
５
２
４
６

（
県
男
女
共
生
社
会
推
進
セ
ン

タ
ー
）

○
面
接
相
談
は
、
月
～
土
曜
日
午
前

９
時
～
午
後
５
時
30
分
（
電
話
予
約

必
要
）

○
電
話
相
談
は
午
後
８
時
30
分
ま
で

○
女
性
弁
護
士
に
よ
る
相
談

と
き
…
８
月
５
日

（火）
、
18
日

（月）
、
28

日
（木）
、
９
月
９
日

（火）
（
電
話
予
約
必

要
）

■
女
性
に
対
す
る
暴
力
の
相
談

℡
０
７
３
・
４
４
５
・
０
７
９
３
（
県

女
性
相
談
所
）

○
電
話
相
談
は
、
毎
日
午
前
9
時
～

午
後
9
時
30
分

○
面
接
相
談
は
、
平
日
の
午
前
9
時

～
午
後
5
時
45
分
（
電
話
予
約
必

要
）

消
費
生
活

■
紀
の
川
く
ら
し
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

相
談

℡
77
・
１
７
７
０

架
空
請
求
や
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
（
契

約
の
解
消
）
に
つ
い
て
の
相
談
に
応

じ
ま
す
。

水
・
金
曜
日
の
午
後
１
時
～
３
時

■
消
費
者
問
題
の
相
談

℡
０
７
３
・
４
３
３
・
１
５
５
１
（
県

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
）

平
日
の
午
前
９
時
～
午
後
５
時

日
曜
の
午
前
10
時
～
午
後
４
時
も
電

話
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

こ
こ
ろ
・
か
ら
だ

■
身
体
・
知
的
・
精
神
障
害
に
関
す

る
相
談
と
不
登
校
・
引
き
こ
も
り
に

関
す
る
相
談

℡
78
・
２
８
０
８
（
麦
の
郷　

紀
の

川
・
岩
出
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
）

平
日
の
午
前
９
時
～
午
後
5
時

■
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

℡
61
・
０
０
４
７
（
岩
出
保
健
所
）

　

精
神
科
医
と
精
神
保
健
福
祉
相
談

員
な
ど
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

■
難
病
に
関
す
る
相
談

℡
77
・
５
１
６
１
（
難
病
連
家
族
会

き
ほ
く
）

平
日
の
午
前
10
時
～
午
後
４
時

■
難
病
患
者
や
長
期
療
養
児
の
相
談

℡
０
７
３
・
４
４
５
・
０
５
２
０
（
県

難
病
・
子
ど
も
保
健
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー
）

　

難
病
患
者
や
長
期
療
養
児
の
療
養

な
ど
に
関
す
る
様
々
な
相
談
や
情
報

提
供
。

平
日
の
午
前
9
時
～
午
後
5
時
30
分

■
障
害
者
の
相
談

℡
０
７
３
・
４
４
５
・
７
３
１
４
（
子

ど
も
・
障
害
者
相
談
セ
ン
タ
ー
）

　

身
体
や
知
的
障
害
の
あ
る
人
に
関

す
る
相
談
に
応
じ
ま
す
。

■
精
神
障
害
者
の
相
談

℡
０
７
３
７
・
５
２
・
３
２
２
１
（
県

立
こ
こ
ろ
の
医
療
セ
ン
タ
ー
内
）

　

毎
週
火
曜
日
の
正
午
～
午
後
３
時

ま
で
、
和
歌
山
県
精
神
障
害
者
家
族

会
が
、
同
じ
悩
み
を
持
つ
家
族
と
し

て
相
談
に
応
じ
ま
す
。

就
職

■
職
業
相
談　

紀
の
川
ワ
ー
ク
サ
ロ

ン
（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
和
歌
山
）

℡
65
・
３
４
３
５

　

豊
富
な
経
験
を
持
つ
職
業
相
談
員

が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

平
日
の
午
前
9
時
～
午
後
5
時

■
巡
回
職
業
相
談　

８
月
19
日

（火）

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
か
ら
派
遣
さ
れ
た

相
談
員
が
、
就
職
に
つ
い
て
の
相
談

に
応
じ
ま
す
。

井
阪
文
化
会
館
／
午
前
10
時
30
分
～

11
時
30
分

古
和
田
会
館
／
午
後
１
時
～
２
時

那
賀
総
合
セ
ン
タ
ー
／
午
後
２
時
30

分
～
３
時
30
分

【
問
い
合
わ
せ
】
商
工
観
光
課
（
℡

73
・
３
３
１
１
）

そ
の
他

■
薬
物
に
関
す
る
相
談

℡
０
７
３
・
４
２
３
・
４
９
５
１

（
ド
ラ
ッ
グ
リ
カ
バ
リ
ー
ラ
イ
ン
）

と
き
…
第
２
・
第
４
金
曜
日
の
午
後

７
時
30
分
～
11
時

■
自
動
車
保
険
請
求
相
談

℡
０
７
３
・
４
３
１
・
６
２
９
０
（
自

動
車
保
険
請
求
相
談
セ
ン
タ
ー
）

○
常
設
相
談
は
、
平
日
の
午
前
９
時

～
正
午
、
午
後
１
時
～
５
時

○
弁
護
士
に
よ
る
相
談
は
、
毎
週
木

曜
日
午
後
１
時
～
４
時
（
電
話
予
約

必
要
）

■
調
停
相
談
会

８
月
27
日

（水）
午
後
１
時
～
４
時
（
受

付
は
午
後
３
時
ま
で
）
妙
寺
簡
易
裁

判
所

℡
０
７
３
６
・
２
２
・
０
０
３
３

　

調
停
委
員
が
、金
銭
の
貸
し
借
り
、

近
隣
関
係
、
交
通
事
故
な
ど
の
民
事

上
の
問
題
や
、
夫
婦
関
係
、
親
子
間

家
、
相
続
な
ど
の
家
庭
内
の
問
題
の

相
談
に
応
じ
ま
す
。

※
相
談
の
ペ
ー
ジ
の「
平
日
」
と
は
、

祝
日
を
除
く
月
曜
日
～
金
曜
日
の
こ

と
で
す
。

編集後記

　今年も猛暑の日々が続いて
いますね。
　私の場合、昼間せっせと働
いて、夜は風呂上がりに冷え
たビールを飲むのが夏の楽し
みです。でも、逆にこう暑い
とぐったりしてしまって何も
する気が起きないって場合も
ありますよね。
　ところで夏バテ解消法って、
なんだろうなぁ？夏は毎日が
暑いせいかどうにもぐったり
してしまって、クーラーつけっ
ぱなしでゴロゴロしてばかり、
夏バテ解消法に着手する気力
がわかないというのが現実で
す。
　でも、最近見つけました。
夏バテ予防の食事についての
パンフレットで、枝豆にはタ
ンパク質、ビタミンＢ１、ビ
タミンＢ２、カルシウム、食
物繊維などがたくさん含まれ
ていて良いらしいという事が。
　じゃあ今日の夕食は冷えた
ビールと枝豆で決まりですね。

（by ハッシー）
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わたしのまちの文化財

文化財

��　広報紀の川 2008・8

��

＝開館　 ＝休館

打
田

図
書

館
（

℡
78・

2010）
桃

山
図

書
館

（
℡

66・
9678）

那
賀

図
書

館
（

℡
75・

3111）

粉
河

図
書

館
（

℡
73・

3312）
貴

志
川

図
書

館
（

℡
64

・
46

14
）

情報

開館
状況

��
　

と
し
ょ
か
ん
情
報

わ
た
し
の
ま
ち
の
文
化
財

　

大
晦
日
の
夜
、「
ゴ
ー
ン
、

ゴ
ー
ン
…
」
と
鳴
り
響
く
除
夜

の
鐘
の
音
。
そ
の
ひ
と
つ
に
大お

お

年と
し
じ
ん
じ
ゃ

神
社
の
梵
鐘
が
あ
り
ま
す
。

　

天
平
年
間
（
８
世
紀
）
行
基

菩
薩
の
発
願
に
よ
っ
て
造
営
さ

れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
大
年

神
社
。
そ
の
拝
殿
の
東
に
建
つ

鐘
楼
に
か
か
る
梵
鐘
に
は
、「
紀

州
吉よ

し
な
か
お
ん
し
ょ
う

仲
御
庄　

大お
お
と
し
の
み
や
か
ね
な
り

歳
宮
鐘
也　

建
治
三
年
九
月
十
四
日  

大
工

河か
わ
ち
の
く
に
た
い
ら
の
し
げ
な
が

内
国
平
重
永
」と
刻
銘
さ
れ

て
い
ま
す
。
今
か
ら
７
０
０
年

あ
ま
り
前
、
鎌
倉
時
代
の
建
治

３
年
（
１
２
７
７
年
）
河
内

鋳
物
師
に
よ
っ
て
鋳
造
さ
れ
た

精
巧
で
音
色
の
優
れ
た
名
鐘
で

す
。

　

和
歌
山
県
内
で
は
５
番
目
に

古
い
鐘
で
、
こ
の
時
代
の
も
の

は
紀
の
川
市
内
で
は
他
に
あ
り

ま
せ
ん
。

　

総
高
90
セ
ン
チ
、
口
径
50
セ

ン
チ
、
重
さ
１
２
７
キ
ロ
、
外

面
の
デ
ザ
イ
ン
は
僧
侶
が
つ
け

る
袈
裟
の
形
に
似
た
「
袈け
さ
た
す
き

裟
襷

紋も
ん

」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

梵
鐘
は
周
辺
の
人
々
に
時
を

告
げ
る
役
割
を
持
っ
て
い
ま
し

た
が
、
金
属
の
供
出
を
余
儀

な
く
さ
れ
た
太
平
洋
戦
争
の
と

き
、
そ
の
多
く
が
な
く
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
大

年
神
社
の
梵
鐘
は
、
歴
史
的
価

値
が
高
く
、
美
術
品
と
し
て
も

優
れ
て
い
る
の
で
、
供
出
を
逃

れ
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

わたしのまちの文化財その⑪　大年神社の梵鐘（県指定）

時を告げる鐘の音
■新しく入った本　図書名／著者名／出版社名／所蔵図書館名
□うちの 3 姉妹⑦／松本ぷりっつ／主婦の友社／打田
□オオカミグーのはずかしいひみつ／きむらゆういち・作　みやにしたつや・絵／童
　心社／打田・貴志川
□義弟（おとうと）／永井するみ／双葉社／粉河
□明日の言付け／一青窈／河出書房新社／那賀
□明日もまた生きていこう／横山友美佳／マガジンハウス／桃山

8 月
 （金）
 （土）
 （日）
 （月）
 （火）
 （水）
 （木）
 （金）
 （土）
 （日）
 （月）
 （火）
 （水）
 （木）
 （金）
 （土）
 （日）
 （月）
 （火）
 （水）
 （木）
 （金）
 （土）
 （日）
 （月）
 （火）
 （水）
 （木）
 （金）
 （土）
 （日）

8 月には終戦記念日のほか、広島および長崎の原爆記念日が
あります。この機会に戦争や平和に関する本をもとに家族で
話し合ってはいかがでしょうか？
    著者名／出版社名／所蔵図書館名

■読み聞かせの予定
打田図書館

粉河図書館
那賀図書館
貴志川図書館

8 月 1 0 日（日）ＡＭ 10：30 ～
8 月 1 5 日（金）ＡＭ 9：45 ～
8 月 1 6 日（土）ＰＭ 1：30 ～
8 月 2 3 日（土）ＡＭ 10：00 ～
9 月 7 日（日）ＡＭ 10：00 ～

おはなしのくに（こども向け）
おはなしのくに（赤ちゃん向け）
よみきかせのかい
おはなしれっしゃ
おはなしのへや

 1
 2
 3
 4
 5
 6
 7
 8
 9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31

今 月 の

テーマ本

戦争と平和

■『ぼくは 13 歳職業、兵士。あなたが戦争の

ある村で生まれたら』

鬼丸昌也・小川真吾著／合同出版／全館　

　毎年 50 万人、毎分１人の命が小型武器によ

り奪われる。とくに、それらを持たされ兵士と

して戦わされてきた子ども兵の問題は深刻。そ

んな絶望的な問題の現状と、私たちにできるこ

とを、ＮＧＯの活動家が提示する。

■『読み聞かせる戦争』

加賀美幸子・選　日本ペンクラブ・編／光文社

／打田図書館　

　戦争について多くの人が残した、赤裸々な記

述や昇華された文学。今、それを大事にしてい

かなくてはなりません。「きけわだつみの声」「夏

の花」など、日本人の「財産」27 作品を収録。

開館時間…打田・桃山図書館は午前９時30分～午後６時まで
粉河・那賀・貴志川図書館は午前９時30分～午後５時30分まで

「野田原の廻
まわ

り阿
あ み だ

弥陀」・「名手八
はちまん

幡神社本殿」県指定の文化財に！
■県指定無形民俗文化財「野田原の廻り阿弥陀」
　阿弥陀如来とその両脇に観音菩薩・地蔵菩薩の三尊像が彫られた板を納めた厨
子を、地域内の家から家へと持ちまわってまつる風習で、村落信仰のあり方を知
る上で貴重です。全国的にも珍しい巡行仏の風習が、今後も長く保存されていく
ようにと指定されました。

■県指定建造物「名手八幡神社本殿　三棟」
　紀の川市穴伏に所在し、西から 17 世紀中期の丹生社、18 世紀代の八幡社、
天満社が並んでいます。いずれも一間社春日造、檜皮葺でほぼ同じ大きさで、そ
のうち丹生社は伝統的かつ意匠的にも優れ、他２棟とともに並立社殿の形態をよ
く残しています。

※用語解説

梵鐘（ぼんしょう）…東アジアの寺院などで使用される仏教法具としての釣鐘。
行基菩薩（ぎょうきぼさつ）…各地で寺院建立に活躍した奈良時代の僧。
鐘楼（しょうろう）…寺院内にある、梵鐘を吊るす施設。「鐘つき堂」とも呼ばれる。

■お知らせ
　「広報紀の川」録音テープの貸出を始めました。
2008年４月号からの分を打田図書館のＣＤコーナーに並
べています。ぜひご利用ください。
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わが家の味

広報紀の川第 34 号　平成 20 年８月１日発行
人の動き（20 年６月末現在）
人口　69,247 ／世帯　24,981
　男　33,001 ／　女　36,246

休
日
は
に
ぎ
や
か
に

　

北
長
田
在
住
の
川
本
さ
ん
一
家
。
お
父
さ

ん
の
好
宏
さ
ん
に
と
っ
て
、
休
日
に
家
族
と

い
っ
し
ょ
に
と
る
食
事
は
、「
ほ
っ
と
す
る
」

ひ
と
と
き
で
す
。

　

料
理
好
き
の
お
母
さ
ん
、
永
子
さ
ん
は
３

人
の
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
作
れ
る
も
の
を
、

と
工
夫
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
も
一
番
人

気
は
ピ
ザ
。
小
麦
粉
な
ど
で
作
っ
た
生
地
に

子
ど
も
た
ち
が
野
菜
や
ベ
ー
コ
ン
、
チ
ー
ズ

を
乗
せ
て
い
き
ま
す
。

　

一
緒
に
作
っ
て
、
一
緒
に
食
べ
る
。

　
「
大
き
く
な
っ
た
ら
、
親
か
ら
離
れ
て
い
っ

て
し
ま
う
か
ら
、
今
し
か
な
い
と
思
う
ん
で

す
」
と
永
子
さ
ん
。

　

子
ど
も
た
ち
も
料
理
に
参
加
す
る
こ
と
で
、

食
事
が
い
っ
そ
う
楽
し
く
な
っ
て
い
る
の
で

し
ょ
う
。
と
て
も
に
ぎ
や
か
で
、
子
ど
も
た

ち
の
笑
顔
が
絶
え
な
い
、
土
曜
日
の
昼
食
で

し
た
。

「早く食べたいよー」と焼きあがったピザを
目の前にして、写真を撮るのに待たせてしま
いました。左から、遥

はるか

ちゃん（小４）、涼
りょう

く
ん（小２）、怜

れい

くん（年中）。「なすびが苦手」
なのは３人共通。きっと大人になったらなす
びもおいしいと思うようになるんですよ。

ピザの作り方：小麦粉、ドライイースト、ぬ
るま湯、塩を混ぜて１時間ほど発酵させた後
に、平らに伸ばします。その上に、ケチャッ
プ、ベーコン、玉ねぎ、ピーマン、にんじん、
チーズを乗せてオーブンで焼きます。

ピザ


